
実施できて

いれば☑ 取組の５つのポイント

□ テレワーク・時差出勤等を推進しています。

□ 体調がすぐれない人が気兼ねなく休めるルールを定め、実行できる雰囲気を作っています。

□ 職員間の距離確保、定期的な換気、仕切り、マスク徹底など、密にならない工夫を行って
います。

□ 休憩所、更衣室などの“場の切り替わり”や、飲食の場など「感染リスクが高まる『５つの
場面』」での対策・呼びかけを行っています。

□ 手洗いや手指消毒、咳エチケット、複数人が触る箇所の消毒など、感染防止のための基本
的な対策を行っています。

令 和 ３ 年 ４ 月
厚 生 労 働 省

職場における感染防止対策の実践例
～取組の５つのポイント～を確認しましょう！

○ 職場における新型コロナウイルス感染症対策を実施するため、「取組の５つのポイント」の実施
状況を確認しましょう。

○ 未実施の事項がある場合には、この冊子の「職場における感染防止対策の実践例」を参考に職場
の対応を検討の上、実施してください。
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チェックポイント①：テレワーク・時差出勤等を推進しています。
項番 取組 写真  概要 備考

1-1 テレワークや交替制勤務の導入

 １週間毎の交替制勤務の導入、２交
替制勤務の導入、リモートワークの拡
大、自宅待機（１部業務）により、一
度に出社する人数を大幅に減少させ
た。

株式会社 ＩＨＩ 航空・宇宙・防衛事業
領域 瑞穂工場（製造業）

1-2
テレワークを活用した感染防止及び
事業継続のためのリスク回避

 飼育員の班員の役割（出勤組、在宅
勤務組）を明確にし、班員同士の接触
を必要最小限にすることにより濃厚接
触による感染のリスクを減少するとと
もに、感染者が発生した場合の影響を
最小限に留め、動物のケアに穴が空か
ないような体制を構築した。

公益財団法人 東京動物園協会恩賜上野
動物園（接客娯楽業）

1-3
時差勤務制度を活用した「密」の回
避

 時差勤務制度を活用することによ
り、更衣室や勤務終了後の浴場での混
在や「密」の回避により、感染リスク
の減少を図った。

公益財団法人 東京動物園協会恩賜上野
動物園（接客娯楽業）

閉園期間中は班員を2
チームに分け、どちら
か一方のチームだけが
出勤するよう体制を整
えた。出勤者は動物の
健康管理に専念し、も
う一方は在宅勤務し飼
育マニュアルの精査等
にあたる（略）

朝夕、共用する更衣室
での密集を避けるため、
時差勤務制度を活用し
た。特に飼育職員は、
業務終了後に衛生管理
のため入浴する必要が
あり、浴場の混雑、密
回避にも役立った。
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1-4 在宅勤務の推進 なし
 感染者が多い地域の営業所について
は積極的に在宅勤務を推進。

トライス株式会社 本社工場（製造業）

1-5
テレワーク及びオンライン会議の推
進

 出社が必要な業務以外は、極力テレ
ワークを推奨。
 また、オンライン会議用の個人ブー
スを事業場内に設置することで、対面
での会議からオンラインでの会議実施
を推奨している。

第一三共株式会社 品川研究開発セン
ター（教育研究業）
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チェックポイント②：体調が優れない人が気兼ねなく休めるルールを定め、実行できる雰囲気を作っています。
項番 取組 写真  概要 備考

2-1
現場入口へのサーモカメラの設置に
よる体調確認

 多数の関係請負人が出入りするた
め、自動で入場者の検温ができるサー
モカメラを配置して、発熱者の入場を禁
止している。

戸田建設株式会社 名古屋支店（建設
業）

2-2 体調不良の際の休暇取得の推進 なし

 毎日の検温の実施。検温の結果、37
度以上の場合は出勤前に事業場に連絡
の上、休業するようにしている。
 また、同居の家族に体調不良者がい
る場合も同様に取り扱っている。
 休業させるに当たっては、新たに公
休制度（９割補償）を設け、公休を
使って休業するか、もしくは年次有給
休暇を取得して休業するか選択制として
いる。

トライス株式会社 本社工場（製造業）

2-3
体調不良時の行動フロー図の作成・
周知

 労働者が体調不良を感じた場合や保
健所等から濃厚接触者に指定された場
合の行動フローを作成し、周知するこ
とで、体調が優れない労働者が気兼ね
なく休むことができる環境をつくって
いる。
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チェックポイント③：職員間の距離確保、定期的な換気、仕切り、マスク徹底など、密にならない工夫を行って
          います。

項番 取組 写真  概要 備考

3-1 執務室にパーテーションを設置
 飛沫感染の防止のため、執務室に
パーテーションを設置した。

3-2
施設入所者と密着する作業を行う際
のゴーグルの着用

 入所者に密着して作業を行う際に、マ
スクの着用に加え、飛沫感染を防止す
るためゴーグルを着用することとした。

医療法人仁泉会 介護老人保健施設せみ
ねの丘（社会福祉施設）
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3-3 休憩室へのビニールカーテンの設置

 休憩所では労働者が向かい合わせに
なるため、テーブルの中央に天井から
テーブルまでビニールカーテンを垂らし
て、向かい合わせの者同士の飛沫がか
からないように配慮している。

戸田建設株式会社 名古屋支店（建設
業）

3-4
アラームを活用した定期的な換気の
実施

 30分ごとに２分間の換気を行うこと
をルール化し、着実に実施するため職
場にアラームを設置した。

株式会社 ＩＨＩ 航空・宇宙・防衛事業
領域 瑞穂工場（製造業）

3-5
社員食堂で利用者の間隔を確保
（座席の間引き、一方向化）

 「対面式」で２６１席あった社員食
堂の座席を間引き、「一方向」で１０
２席に変更し、食堂利用時の感染リス
クの低減を図った。
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3-6
社員食堂で利用者の間隔を確保
（並ぶ際の間隔の確保）

 社員食堂の利用待ちの際、入り口近
くに密集して並んでいた状況を改善する
ため、床に２メートル間隔でテープを
貼り、テープに沿って待つことによ
り、利用待ちの際の「密」を回避し
た。

3-7
事務室の分散、オンライン会議の活
用による感染防止

 複数部署の多くの職員が事務作業や
昼食等で利用していた管理事務所におけ
るクラスター発生を未然に防止するた
め、執務室の分散を図るとともに、オ
ンラインにより安全衛生委員会を開催
することにより、職員同士の接触によ
るリスクの減少を図った。

公益財団法人 東京動物園協会恩賜上野
動物園（接客娯楽業）

3-8
ZOOMを活用した安全衛生協議会の
開催

 多数の関係事業者（18社）が参加す
る安全衛生協議会をZOOMを活用し、
オンラインにて開催し、「３密の回
避」により感染リスクの減少を図っ
た。

株式会社 佐藤渡辺東京営業所（建設
業）

・ クラスター発生を避け
るため、執務室の分散
を図った。

・ 動物飼育施設に付帯し
ている詰め所や、休園
で使用していない園内
レストランを代替の執
務場所として活用

・ 安全衛生委員会につい
ても、原則としてweb 
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